
※令和３年度以前入学生用

学校番号 ３０２５

令和4年度　理科

教科 生物 科目 生物 単位数 ２単位 年次 3年次

使用教科書 『改訂版 生物』（数研出版）

副教材等 『フォトサイエンス生物図録』（数研出版）、『セミナー生物基礎+生物』（第一学習社）

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

生物は、日常生活との関連を感じやすい科目です。第一部〜第三部の分子生物の分野では化学、物理

の知識を基盤にしながら、生物の基本知識に加えて薬学や病理学などと絡めた学習を行っていきます。

第四部〜第五部の進化、生態系の分野では、分子生物学の知識を活かしながら、マクロな視点で生物学

を学んでいきます。また英語は、世界中の科学的な情報を収集し、他国の人々と科学に関するディスカッ

ションをする上で非常に重要です。その為、授業の中でも英語の文章や動画を用いて学習を進めていき

ます。

科学は、イメージが大切です。授業内に提示された内容以外にも、生物図録やインターネットを活用し、自

ら調べ、多くの文章や動画、写真、図に触れる様心がけてください。

２　学習の到達目標

以下について理解するとともに、日常生活や社会と関連付けて考察できようになる。

1.刺激の受容と反応、動物の行動
2.植物における受精、胚と種子、器官の形成
3.生物の進化と系統
4.生態と環境

３　学習評価(評価規準と評価方法)
観

点
a:関心・意欲・態度 b:科学的な見方や考え方 c:科学的な技能 d:知識・理解

観
点
の
趣
旨

日常生活や社会との
関連を図りながら生物
や生物現象の関係に
関心を持ち、意欲
的に探究しようとすると
ともに、生物の共通性
と多様性を常に意識す
るなど、科学的な見方
や考え方を身に付けて
いる。

生物や生物現象の中
に問題を見いだし、探
究する過程を通して、
事象を科学的に考察
し、導き出した考えを
適切に表現している。

生物や生物現象に関
する観察、実験などを
行い、基本操作を習得
するとともに、それらの
過程や結果を的確に
記録、整理し、自然の
事物・現象を科学的に
探究する技能を身に
付けている。

生物や生物現象につ
いて、基本的な概念
や原理・原則を理解
し、知識を身に付けて
いる。

評
価
方
法

学習状況
探究活動
小テスト

探究活動
ワークシート
レポート
定期考査

探究活動
ワークシート
観察・実験

章ごとの小テスト
ワークシート
定期考査



※令和３年度以前入学生用

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動

学

期

単元名

学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c d

第3編:生

物の環

境応答

第1章:刺激の受容と

反応

第2章:動物の行動

第3章:植物の環境応

答

〇 〇 a:小テスト、授業中のノート

テイク

b:生物の行動や反応が、どの

ような刺激により引き起こさ

れるのか、例を挙げて説明す

ることができる。

c: 神経細胞についての活動電

位のデータなどから、刺激に

対する反応について詳しく説

明することができる。

d: 基礎的な用語について説明

することができる。

小テスト、単

元別テスト、

探究活動、レ

ポート

ワークシート

観察・実験

定期考査

第４編:

生態と環

境

第1章:個体群と生物

群集

第2章:生態系

〇 〇 a:小テスト、授業中のノート

テイク

b:どのような選択圧がかかる

と、どのような変化が生じる

のか様々なケースについて推

測し、説明することができ

る。

c:生物の個体群数の変動の

データなどから、どのような

変化からどのような選択圧が

かかっているかなどを説明で

きる。

d: 基礎的な用語について説明

することができる。

小テスト、単

元別テスト、

探究活動、レ

ポート

ワークシート

観察・実験

定期考査

第5部:生

物の進

化と系統

第1章:生物の進化

第2章:進化とその仕

組み

第3章:生物の系統

〇 〇 a:小テスト、授業中のノート

テイク

b:地球誕生から年代別の様子

を説明することができる。ま

た、年代の推定に使われる方

法などについて簡単に説明す

ることができる。生物の系統

がどのような情報によって科

学的に分類されてきたのかを

簡単に説明することができ

る。

c：地層のデータや、化石の情

報から進化の流れや仕組みに

ついて根拠を持って説明する

ことができる。系統樹から、

進化の流れを説明することが

できる。

d: 基礎的な用語について説明

することができる。

小テスト、単

元別テスト、

探究活動、レ

ポート

ワークシート

観察・実験

定期考査
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総合演習 標準問題

応用問題

〇 〇 a:復習の小テスト

b:実験の思考問題などを通し

て、科学的な証明のために必

要な情報を考えることができ

る。

c:問題演習を通して、科学的

なデータから情報を読み取る

ことができる。また、自分が

読み取り考えた内容について

人に説明することができる。

d:基礎的な用語について説明

することができる。

小テスト、単

元別テスト、

探究活動、レ

ポート

ワークシート

観察・実験

定期考査

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　　　b:科学的な見方や考え方
c:科学的な技能　　　　　d:知識・理解

　※　年間指導計画（例）作成上の留意点
　　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。


